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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア立川南口教室 児童発達支援

事業者向け自己評価表作成日 2026年2月22日 (日)

自己評価総括の担当者 飯沼実咲、土方藍子、須賀萌々子

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 55 56

従業員評価 2025年12月19日(金) - 2026年1月29日(木) 4 19

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・お子さまが楽しく通所し、成長実感につながる指導内容の充
実
・ニーズに応じた個別支援計画の作成
・親御様との丁寧なコミュニケーション（個別支援計画の説明
やフィードバック等）

・設備、環境面で改善の余地がある
（教室の広さ、お子さまの身体発達に合わせたファシリティ
等）
・人員配置に改善の余地がある
（事務スペースにスタッフが不在の場合があったり、せわしな
い雰囲気がありタイミングよく保護者様とお話ができない場合
がある）
・不定期開催の活動の周知に改善の余地がある
（ペアレントトレーニング、避難訓練等）

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・ご利用者様の最新の様子をスタッフ間で共有できるよう、会
議録の活用やケース会議をしている。
・お子さまが楽しく取り組むことができる活動を考えるため、
指導員同士での活動アイデアの共有等をしている。
・個別支援計画は、作成時に直接支援に入る指導員が必ず関わ
り、細やかなアセスメント結果が反映されるようにしている。
・保護者様と柔軟にご相談できるようにLINE等気軽にコミュニ
ケーションが取れるシステムの導入をしている。
・定期的なペアレントトレーニングや交流機会、学習機会の設
定を行っている。

・保護者様への説明や対話に不足がある可能性がある。
（裸足になってもらう意図のご説明や体調の心配があることへ
の共感等）
・事業所内の人員配置について、教室内でコミュニケーション
が不足していたり、仕組みが不十分な可能性がある。
・不定期開催の活動について保護者様に周知徹底がなされな
かった可能性がある。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・教室内外での支援に関する研修参加等の自己研鑽の機会を設
けることで資質向上に努める。
・新しいアプリシステムの導入により、よりコミュニケーショ
ンを取りやすくしていく。
・ペアレントトレーニングや交流会などの開催ができる人材を
育成していく。

・来所、降所時のあいさつ


